
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8809320008AP/20090708

( 科目コード：8809320008AP)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】アルゴリズム論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

鶴見 智

【授業目標・教育方針】
・アルゴリズムの計算複雑度の定量評価である計算量を正しく理解していること。
・再帰アルゴリズムを理解していること。再帰アルゴリズムの計算量解析ができること。
・代表的ソートアルゴリズムを理解していること。
・行列計算アルゴリズムを理解していること。
・代表的なグラフアルゴリズムを理解していること。

【授業概要】
アルゴリズムとは計算機で問題を解く手法のことである。この授業は工学の各分野でコンピュータを用いて問題解決
できるためのアルゴリズムの基礎を学ぶ。内容は大きく次の４つのテーマについて学ぶ。
○アルゴリズムの計算複雑度の定量評価（計算量）
アルゴリズムを定量評価するために計算量の定義と解析方法を学ぶ。
○再帰的アルゴリズムと計算量解析
もっとも基本的な再帰的アルゴリズムからクイックソート、行列計算、FFT を例としてとりあげ計算量解析する。
○アルゴリズム設計
分割統治法、動的計画法、貪欲アルゴリズムを例にアルゴリズム設計の手法を学ぶ。
○グラフアルゴリズム
代表的なグラフ問題とその解法アルゴリズムについて学ぶ。
またこの授業では理解を深めるために最終回にプロジェクト課題を課す。これは講義で扱った内容をもとに各自で
テーマを決め、それについて研究発表を行ってもらうものである。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：H.S.Wilf "Algorithms and Complexity (Internet Edition)":http://www.cis.upenn.edu/%7Ewilf/AlgComp3.html
参考書：T. コルメン、C. ライザーソン、R. リベスト、浅野哲夫他共訳「アルゴリズムイントロダクション
       １，２，３」（近代科学社）

【メッセージ】
この授業ではプロジェクトを通して、授業への積極的な参加を期待します。受動的授業から能動的授業へ転換を図っ
て理解を深めてください。

【リンク】
http://www.ice.gunma-ct.ac.jp/~tsurumi/

【備考】
本科で学んだ情報処理、プログラミングの授業の復習をしておいてください。
最終改訂日：2008 年 9 月 22 日

【成績評価方法】
［前期］期末試験：65%，レポート：25%，その他：プロジェクト 10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：アルゴリズム論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 4 回 アルゴリズムと計算量 アルゴリズムとは
数学的準備
効率と計算量
NP- 完全問題

レポート１

5 回～ 7 回 再帰的アルゴリズム クイックソート
行列乗算
FFT

レポート２

8 回～ 10 回 アルゴリズム設計 分割統治法
動的計画法
貪欲アルゴリズム

レポート３

11 回～ 13 回 グラフアルゴリズム 最短経路問題
ダイクストラのアルゴリズム
最小全域木問題
クラスカルのアルゴリズム
巡回セールスマン問題

レポート４

14 回～ 15 回 プロジェクト プロジェクト発表 レポート５
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